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第 ３ 号 の 公 開 草 案 で あ る FRED（Financial	
Reporting	Exposure	Draft，財務報告公開草案）
第１号「財務諸表の構造―財務諸表の報告―

































る。例えば，Acker	et al.（2002）は FRS 第３号
による開示情報の拡大がアナリストの EPS 予測
値の精度に影響を及ぼすかを検証している。




















































る。代表的な論者に D. TweedieやG. Whittington，
代 表 的 な 採 用 例 に『 ソ ロ モ ン ズ・ レ ポ ー ト
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力である。Tweedie は ASB 及び IASB の初代議
長である。1990年，Tweedie は ASB の設立とと
も に， そ の 議 長 に 就 任 し た。2001年 に IASC
（International	Accounting	Standards	Committee，
国際会計基準委員会）が IASB へ移行した際，
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“UK GAAP: Generally Accepted Accounting 
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